
学校法⼈摺河学園の地⽅創⽣戦略【SDGs×教育×地⽅創⽣】

多様なアクター
との連携

海外との
結びつき姫路市

学校法⼈
摺河学園

世界の共通⾔語であるSDGsの教育活動を通じて、学校法⼈のベクトルをチェンジし、国内外の多様なアクターと連携。
①姫路市の持続可能な発展に資する次世代の輩出、②姫路市に共⽣可能な外国⼈材の輩出、③姫路市の関係⼈⼝の増加を⾏う。

■2020年6⽉にインドネシアのタラカニタ
財団とMOUを締結
SDGsの理念の下、インドネシア⼈中学⽣を対象とした
姫路⼥学院オフショアスクールプログラムをジャカル
タに開設し、卒業後は姫路⼥学院⾼等学校に進学する
プログラムをMOUで合意。
⾼校卒業後は⽇本で就学・就職し、地域で共⽣可能な
外国⼈材を輩出する。
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■2020年6⽉に姫路市と包括連携協定を締結
市との合同事業で、SDGsの普及・実施、地域社会で共
⽣可能な国際⼈材の育成を推進。

■SDGs教育の導⼊
卒業⽣の多くが姫路市及び近郊の地域社会で活躍する姫
路⼥学院では本格的なSDGs教育を導⼊、SDGs⼈材とし
て地域社会の持続的な発展に貢献するマインドを育む。

■教育活動を通じた関係⼈⼝の増加
SDGsリベラルアーツ教育の実施において、兵庫県外か
ら第⼀線で社会課題に向き合う講師陣を招聘（公共政
策、アート、ビジネス、メディアの４分野）。
また、SDGsの実施に尽⼒する県外の地⽅⾃治体と連携
した教育プログラム（北海道下川町、東川町、福井県
敦賀市etc）を展開。


